
市街地の交通量が減少、現道の歩行者がより安全に
●豊田市足助中心市街地では車道や歩道の幅員が極めて狭く歩行者が危険
●急勾配やヘアピンカーブなどの危険箇所の存在

住民生活
地域経済
地域社会

住民生活
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地域社会

④交通の円滑化④交通の円滑化 愛知県愛知県 国道１５３号足助バイパス 平成２０年３月２６日開通国道１５３号足助バイパス 平成２０年３月２６日開通

（位置図）

（７）位置図
県図等に箇所を旗あげする
などし、地名を知らない人に
もわかるようにしてください

■生活交通と通過交通の分離

・市街地を通る交通量が半減、大型車は約60%減少した。

至豊田

至
稲
武

至
設
楽

●
足
助
病
院

足助
消防署

●

足助大橋西

約7,500

約3,500

約4,200

0

2,000

4,000

6,000

8,000

供用前

(H18.6)
供用後

(H20.6)

H18・H20交通量調査より

総交通量の変化
現道は約
50%減少
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12時間交通量(台/12h)

大型車交通量の変化 現道は約
60%減少

足助バイパス

現道153号

12時間交通量(台/12h)12時間交通量(台/12h)

■渋滞時における緊急車両の通行確保、走行性向上
○足助病院への救急搬送時の足助バイパス利用状況

・旭・稲武地区から足助病院へ搬送する場合は100%バイパスを利用

○開通による消防・救急活動への影響
・通常で３～５分、所要時間が短くなった。

足助BP

愛知県

豊田市

設楽町

長野県

国道153号

足助バイパス

稲武出張所
●

旭出張所
●

●

足助病院 足助病院搬送時は
100%バイパスを利用

●足助消防署

岐阜県

5km

■生活環境への影響
○沿道の夜間騒音が減少

• 大型車・通過交通の減少の夜間騒音が11dB減少
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等価騒音レベル

Laeq(dB)(22～6時平均)

環境基準(夜間):65dB
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要請限度(夜間):70dB

H18・H20騒音調査より

夜間の騒音は
11dB減少

開通前（H18） 開通後（H20）

渋滞時にも緊急
車両の通行が可能

夜間の騒音が
少なくなり夜眠れ
るようになった。

「アンケート調査より」

足助バイパス 現道153号

交通量が減り、通学時は以前より安全に感じる。
大型車が少なくなって安全に感じる。

「アンケート調査より」

・バイパス効果で、中心市街地の交通量が半減
・渋滞時における緊急車両の通行確保、走行性の向上により、旭・稲武地区から足助病院への搬送に
バイパスを利用

・通過交通の減少により、夜間騒音が１１ｄＢ減少し、沿道の生活環境が向上

開通効果
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（消防署ヒアリングより）


